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鹿児島ＰＲ基本戦略（仮称）素案に対する御意見及び
御意見に対する県の考え方について

１ 募 集 期 間 令和４年１０月７日（金）～１１月７日（月）
２ 意見の件数 １９件（６人）

３ 意見の概要と県の考え方

番号 項目 御意見 県の考え方

１ 全般 鹿児島県の「魅力ある地域資源 県や市町村，事業者だけではな
が豊富にあるが，うまく伝わって く，県民自身がより積極的に鹿児
いない，あるいは結果に伴ってい 島県のＰＲに取り組んでいただく
ない」という課題は，従来より県 ことは，大変大きな効果が期待さ
民にもぼんやりとした自覚があっ れます。
たものと思料する。 御意見にある，県民との課題の
本素案に関連して，各種調査や統 共有は大切な視点であることから，

計数値に基づき，上記の客観的事 本県の「魅力が，うまく伝わって
実が測定されているのであれば， いない」という課題について，ま
この課題をあらためて県民に広く ずは，広く県民と共有できるよう
周知し，県民全体をもって目的達 取り組んでまいります。
成のためのベクトルをあわせるこ また，「４ ＰＲコンセプトとＰ
とが望まれる。 Ｒ展開の考え方」に掲げるとおり，

また，ぐりぶークーポンなどの 今後のＰＲ活動においては，ご意
施策によりLINEによる県施策の受 見にある県公式ＳＮＳも含め，Ｉ
信・読了率は従来比で飛躍的に向 ＣＴを最大限活用していくことと
上していることが想像され，県民 しております。
と行政とのコミュニケーション手
段に，このデジタル環境の土台を
生かすべきである。

２ ３ＰＲ 現行キャッチコピーの「どんど 今後の具体のＰＲ施策の実施に
の基本 ん鹿児島」（インバウンド向け： 当たり，御意見も踏まえ，取り組
的な考 「Go Go Kagoshima」）は，鹿児島 んでまいります。
え方 の魅力を伝えるものだったか，他

県民やインバウンドをワクワクさ
せるものだったか？民間事業者を
巻き込むものであったか？県民に
浸透していたか？など過去の施策
に対するチェック・アクションは
もちろん，他県の施策と実績との
対比などベンチマーク情報，自県
民多県民における意識調査をより
広く実施し，課題の客観的事実を
深掘りし，充実した情報開示及び
深度ある施策実行をされたい。
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番号 項目 御意見 県の考え方

３ 全般 本県の情報入手として全年齢層 ＰＲ展開の取組において，多様
でテレビ番組等から情報を得てい な主体との連携は大切であると考
る点に言及があったが，同じく本 えており，今後の具体のＰＲ施策
県の情報発信に大きな影響を与え の実施において，御意見を踏まえ，
る存在が，県外在住の鹿児島出身 取り組んでまいります。
者ではないだろうか。

県外で活躍する県出身者が，本
県の情報を発信することが，故郷
への恩返しになるとの認識を持ち
積極的に参画いただける施策をＰ
Ｒ戦略へ盛り込むべきと思慮する。

４ １策定 「策定の考え方・目的」につい 県や市町村，事業者だけではな
の趣旨 ては，現状分析と課題識別を受け く，県民自身がより積極的に鹿児

た結果としてのものであることを， 島県のＰＲに取り組んでいただく
整理して県民に「継続的に」周知 ことは，大変大きな効果が期待さ
されることで，県民においてもこ れます。
れらを「自分事」として捉える機 今回，従来のＰＲが実際の行動
会とすることが望ましい。 変容につながっていないという課

なぜかといえば，地域資源を作 題を踏まえ，「動かすＰＲ」という
っているのは県民であり，地域資 ＰＲコンセプトを掲げております。
源を更に魅力的たらしめるのもま 御意見にある，県民との課題の
た県民だからである。 共有は大切な視点であることから，

一方で鹿児島県は，特に食文化 本県の「魅力が，うまく伝わって
などいささか保守的な印象であり いない」という課題について，ま
（例：ラーメンのサイクルが，東 ずは，広く県民と共有できるよう
京に比べ凡そ10年遅い），変化の激 取り組んでまいります。
しい社会の要請・時代のトレンド
に対応すべく，地域資源の魅力を
より磨いていくべきという視点は，
県民自身においても強く認識され
るべき事項と思料している。

課題と取組を「自分事」とする
ことで，地域資源の質やＰＲをよ
り向上しようとするインセンティ
ブが働き，行政主導のＰＲ推進・
本県の魅力向上をより強固たらし
めよう（全員参加の鹿児島ＰＲ）。

したがい，県民自身の取組もま
た喚起されるようなスローガン，
メッセージが望まれる。

本件施策は，当事者を置いてけ
ぼりにせず，県民全体で目線を合
わせて取り組むべきことである旨，
強く周知されたい。
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番号 項目 御意見 県の考え方

５ ３ＰＲ 「魅力的な観光資源」の中で歴 本戦略の策定に直接関わるもの
の基本 史というのがありますが，鹿児島 ではありませんが，今後の観光関
的な考 市内にある鹿児島県民教育文化研 連事業の展開において，参考にさ
え方 究所(旧藤武邸)の解体がひとまず せていただきます。

延期となりましたが国の有形文化
財に指定されており鹿児島市の中
心部にせっかく残された歴史的建
造物を何も対策しようとせずの自
治体に何を発信できるのか正直疑
問です。

今の日本全体の流れとしては古
いものを修繕しながら残しつつ新
しいカタチとして発信していくと
いうのが今の時代ですがそこが鹿
児島はまだ浸透してないのかなと
感じています。

教育会館も取り壊して新しい敷
地に教育会館を作る流れのようで
すが，人口が減ってきていて建物
ばかりあるのに新しい建物を建て
るというのも若者の感覚では正直，
「バブル世代の新しいものを欲し
がっていた時代の人の感覚かな？」
と感じてしまう取り組みです。(鹿
児島県にこれを伝えても意味がな
いかもしれませんが)。

インバウンドに頼りすぎると鹿
児島ではやっていけないと思いま
す（鹿児島に来るのは鹿児島本土
よりも離島に行くための中継地点
のようになってませんか？あと海
外の方が物質的に欲しいものは都
会で買えます）。鹿児島は物質では
なく自然や歴史を大事にしていく
といいと思っています。歴史は日
本でも違いますし。他にも仙巌園
の猫神社などの面白いところや神
秘的な神社などももっと取り上げ
てもいいと思います。



- 4 -

番号 項目 御意見 県の考え方

６ ４ＰＲ コアなファンを増やすとあるが， 本戦略は，本県のＰＲにおける
コンセ コアなファン＝今後何度も訪れる 基本的な考え方を示したものであ
プトと ＝LTV(Life Time Value)が高い方 り，観光誘客，特産品の販路拡大
ＰＲ展 々に観光に来てもらう必要がある。 及び農畜水産物の輸出等，各ＰＲ
開の考 そのためには，態度変容と行動 主体の様々なＰＲ活動に係る総論
え方 変容を促すターゲットをどこにす 的な位置づけとなっております。

るかをより絞り込む必要がある。 今後，具体的なＰＲ活動を行う
今後の観光施策を考えたときに， 際に，個別の事例に応じて，いた

より観光施策効果の積み重ね（＝ だいた御意見も参考に，各主体に
ストック）を作り上げる必要があ おいてターゲット設定を行うこと
る。 とします。

そのため，20-30代など明確にタ
ーゲットを決めることを明確に決
めた上で，マーケティング戦略を
積み上げる必要があると思う。

７ ４ＰＲ ターゲットの絞り込みと記載が 本戦略は，本県のＰＲにおける
コンセ あるが，基本戦略上注力ターゲッ 基本的な考え方を示したものであ
プトと ティングなどはこの時点である程 り，観光誘客，特産品の販路拡大
ＰＲ展 度固まっている必要があると思い 及び農畜水産物の輸出等，各ＰＲ
開の考 ます。 主体の様々なＰＲ活動に係る総論
え方 この点は委託先からの提案の中 的な位置づけとなっております。

で考えるのではなく，基本戦略と 今後，具体的なＰＲ活動を行う
して明確にし，オリエンをするべ 際に，個別の事例に応じて，いた
きである。 だいた御意見も参考に，各主体に

おいてターゲット設定を行うこと
とします。

８ ４ＰＲ 大枠魅力的な構成ではあるもの 素材の真の価値を伝え，深い感
コンセ の，そもそも現在鹿児島県の魅力 動や驚きを喚起することが，その
プトと は伝わっているものの，来県され 素材に対し「購入したい」，「体験
ＰＲ展 ていないのが課題である現状で， したい」，「訪れたい」という行動
開の考 ストーリーを伴った情報を発信す 変容を促す動機付けの一つになる
え方 ることで本当に行動変容まで起き ものと考えており，まずは，消費

るのかが疑問だと思う。 者目線で本県の真の魅力を伝える
”なぜ，鹿児島に来るべきなの ことに注力していきたいと考えて

か？”の部分が実は行動変容を促 おります。
すためには重要ではないのかと思
う。それが本当に感動や驚きがキ
ーなのかは気になります。
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番号 項目 御意見 県の考え方

９ ５ＰＲ ストーリー性を重視することは 「３ ＰＲの基本的な考え方」
展開の 評価できるが，統一性がないので に，「本県の強みや他県との違い」
取組 はと感じる。 を「打ち出すことが重要」と掲げ

複数の軸で訴求を作るよりも， ており，御意見のとおり，まずは
キレのある主軸となる訴求をまず ＰＲの軸となるべき「強み」や「違
は磨き上げるべきなのではないか。 い」が重要です。

本戦略は，本県のＰＲにおける
基本的な考え方を示したものであ
り，各主体の様々なＰＲ活動に係
る総論的な位置づけとなっており
ます。

多彩な県産品の販売促進や観光
誘客など，県におけるＰＲ活動は
多岐にわたることから，軸を一つ
に固定することは難しいと考えま
すが，具体的なＰＲ活動を行う際
に，個別の事例に応じて，各主体
において軸となるべき強みや違い
を明確に打ち出してまいります。

10 ５ＰＲ 適切なメディアの戦略の具体性 本戦略は，本県のＰＲにおける
展開の が無いのが気になる。 基本的な考え方を示したものであ
取組 どのような基準で決めていくべ り，各主体の様々なＰＲ活動に係

きかをもう少し詰めて考えること る総論的な位置づけとなっており
でイメージが付きやすい。 ます。

例えば，態度変容や行動変容を 県におけるＰＲ活動は，多彩な
起こすためには単なるインプレッ 県産品の販売促進や観光誘客など
ション数ではなく，どのようなタ 多岐にわたること，技術の進歩や
ーゲット層のどのぐらいの割合に 社会環境の変化によりメディアは
どのぐらいの接触頻度で何を当て 常に進化・変化していることを踏
るか。が重要になる。 まえると，現時点ではメディア選

そのための適切なメディアとは 択に係る詳細な基準を示すことは
なにか？を今後検討していくべき 難しいところです。
であり，単なる“適切なメディア 具体のＰＲ活動に当たっては，
”で止まるのは結局のところ代理 「４ ＰＲコンセプトとＰＲ展開
店止まりであると思う。 の考え方」に掲げるとおり，各素

材ごとにＰＲする内容やターゲッ
トに応じた適切なメディア選択を
行ってまいります。

11 ５ＰＲ 明確なＫＧＩも設定すべきだと 本戦略は，本県のＰＲにおける
展開の 思う。 基本的な考え方を示したもので，
取組 ＫＧＩがあり，ＫＰＩが存在す 各主体の様々なＰＲ活動に係る総

るわけで，ＫＧＩに伴わないＫＰ 論的な位置づけとなっており，各
Ｉはやった感だけになってしまう ＰＲ活動に係るＫＰＩやＫＧＩは
と思う。 各素材ごとに設定されるものと考

えております。
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番号 項目 御意見 県の考え方

12 ５ＰＲ 地域資源というと，食品や産物 御意見のとおり素材（モノ）だ
展開の など「モノ」に主眼がいきがちで けでなく，人やコトにも焦点を当
取組 あるが，ヒト・コトもフォーカス てたＰＲにしっかりと取り組んで

というのは賛同する。 まいります。
特にヒト面は，県民が想像する

以上に，おもてなしの精神が強い
県民性を，他県観光客から評価さ
れている声を聞く。

また，鹿児島弁についても近年
バズっており，認知度が高まって
いる（例：「アルティメット鹿児島
弁アニキ」）。

13 ・ 山形県の芋煮会のような，県 本戦略の策定に直接関わるもの
外からも来場するような鹿児島 ではありませんが，今後の具体的
県産の素材を使ったグルメイベ な事業の展開において，参考にさ
ントを計画してほしい。 せていただきます。

・ 地域資源の発掘は，公募も実
施してほしい。

14 「あるくと」という歩数アプリが 本戦略の策定に直接関わるもの
あり，そのコースに鹿児島市街の ではありませんが，今後の観光関
ものがあると面白いと思います。 連事業の展開において，参考にさ

せていただきます。

15 ＰＲにもっとインパクトがあれ 本戦略の策定に直接関わるもの
ばと思います。 ではありませんが，戦略策定後の

今，私は，腹話術を学んでいま ＰＲの展開や具体のＰＲ活動の実
す。老後，楽しく過ごしたい。皆 施に際し，参考にさせていただき
が喜んでくださり，笑ってくださ ます。
ったらとの思いです。
ＰＲは，見て楽しく行ってみたい
な，食べてみたいなとのわくわく
感が出るようなＰＲ，何か通じる
ものがあるかなと思いました。

他県では，腹話術の人形を使っ
てのＰＲなどあり，何かお役に立
てたらと考えています。
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番号 項目 御意見 県の考え方

16 鹿児島は竹林面積日本一です。 本戦略の策定に直接関わるもの
竹は成長が早いことから他の森林 ではありませんが，今後の施策に
を伐採するよりも環境負荷が少な おいて参考にさせていただきます。
いです。

竹工芸ももちろんそのまま残し
ていく必要がありますが竹をチッ
プ状にしてアミノ酸樹脂やコーン
スターチで形成してつくられたタ
ンブラーなどが海外にはあります。
https://ecoffeecup.jp/

柄は世界自然遺産に登録された
奄美の大島紬デザインで作ってい
ただければ日本だけでなく世界か
らの関心も得られると考えていま
す。
上のタンブラーも昨今の輸送費が
かかりかなり値上がりしました。
鹿児島に豊富にある資源で鹿児島
オリジナルのタンブラーを創るこ
とで鹿児島の環境イメージもアッ
プさせることができます。(マイタ
ンブラーを持つことも同時に発信
することでゴミ削減に取り組む)

17 同じく竹を使用したアメニティ 本戦略の策定に直接関わるもの
を作れないでしょうか？ ではありませんが，今後の施策に
４月からのプラスチック資源循環 おいて参考にさせていただきます。
促進法によりホテルのアメニティ
を一部変更するところも増えてき
ました。

竹製の櫛や歯ブラシなど，海外
製造がまだまだメインで日本で作
っているところは探すが見当たり
ません。
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番号 項目 御意見 県の考え方

18 ページ番号は特にないのですが 域内（県内）で経済を循環させ
鹿児島県本土に住んでいる人も離 ることは，本県の「稼ぐ力」の向
島へのフェリーを格安で使えるよ 上を図る上でとても大切なことだ
うにしていただきたいです（住民 と考えています。
票がある人）。 今後の様々な施策の展開に当た

島民割があるのを知らなかった っては，域内での経済の循環にも
のですが島民は病院などに行くた 留意しながら取り組んでまいりま
めにそのようなものが必要だと思 す。
います。

観光なども増やすことを目的と
するならせめて県内の人ももう少
し自由に離島を楽しめるようにし
てほしいです。

日本人が外国でお金を使っても
日本にはお金が入ってこないのと
同じで鹿児島県民が県外に観光に
行ってしまっても鹿児島でお金が
回らないのと同じです。

日本を活性化するのに大事です
が鹿児島県人が鹿児島でお金を回
すのも大事だし何より鹿児島県民
が鹿児島を知らないというのも実
は大きいのではないでしょうか。
ご検討いただけますと幸いです。
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番号 項目 御意見 県の考え方

19 「かごしまをユニバーサルデザインのある街へ」 本戦略の策定に直接関わるもの
【提案】 ではありませんが，ユニバーサル

高齢者・障がい者の観光や旅行 デザインについては，重要なこと
に付き添いするサービス事業「介 だと考えております。
護旅行ナビ」を起業して７年にな 現在，県においても観光施設の
ります。超高齢化社会の先駆けを バリアフリー化に対する支援を行
いく県として，このシニア（障が っているところであり，今後とも
い者含む）層が，うごきやすい環 ユニバーサルデザインを踏まえた
境を整え，鹿児島をユニバーサル 観光関連事業の展開を進めて参り
デザインのある街にしていくこと ます。
が，一番のＰＲになることを提案
します。
１ あたたかいひと（社会的障壁
を学んでいる人の増加）

２ 主要駅からのアクセス情報の
提供（つながるバリアフリーマ
ップ）

３ 観光地の情報保証（字幕・点
字・点字ブロック見直し・ＰＲ
動画などをゆっくり流す）

４ ユニバーサルデザインの観点
で街を見直す取り組み（県民自
らが，鹿児島を新しい視点で発
信）

５ ユニバーサルデザインは，Ｓ
ＤＧｓにも合致

【理由】
「東京パラリンピック以降の都市圏」

東京パラリンピックが行われた
ことで，若い方の間では，障害の
とらえかたが変化してきています。
今までは，「高齢者はからだがきつ
い，年をとることは辛い」「障がい
者はかわいそう」という概念が多
かったのですが，今は，認知症の
お年寄りがサーブするカフェがで
きたり，車いすユーザーのユーチ
ューバーの増加，義足ファッショ
ンショーの開催，ダイアログ・イ
ン・ザ・ダークというアトラクシ
ョンが人気になるなど，「高齢」や
「障害」に対するとらえかたを変
えて，お互いの違いを楽しもう，
という空気が感じられます。

（次ページに続く）
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19 「東京パラリンピック以降の鹿児島」 ※前ページに記載
鹿児島は優しい人が多いと思い

ます。でも，それは，「弱者をいた
わる」気持ちからで，まだまだ，
平等であろう，という意識ではあ
りません。

障害をもつひとから，学ぶ，と
いう土壌も形成されていません。
違いを楽しむ，という風土が，ま
だ，できていません。

教育現場は先生方が疲労してい
て，インクルーシブ教育も行われ
ていません。
【具体的な行動の提案】
◯ 既存の美術館や博物館が，多
様なひとが楽しめる場になって
いるかを検証。※多様な障がい
者受け入れを想定して，様々な
取り組みをした結果，外国人や
こども連れの来館が増えた美術
館の事例あり

◯ ユニバーサルサポーターの育
成（高齢者や障がい者講師によ
るおもてなしの方法をともに考
える人材育成）

◯ 障害のあるひととの街歩き
◯ 街なかのユニバーサルデザイ
ン探検（バリアを見つけるので
はなく，だれもがつかいやすい
場所になるかを，ともに考える）

◯ 観光地の点字，点字ブロック，
映像への字幕，音声ガイド，ア
プリの紹介，スロープ，ＵＤト
イレなどの見直し。

◯ 各市町村が連携して，空港や
鹿児島中央駅，主要駅からのユ
ニバーサルマップ（観光ルート）
の作成。つなげると，鹿児島県
広域のマップができる。

◯ 小・中学校へ，障がい者講師
の派遣

◯ 遠足や修学旅行先で，盲導犬
や車いすユーザーともあるきの
実施。

◯ 2023年障がい者大会の競技と，
ゆるスポーツの開催。

◯ 鹿児島の物産品に点字，ＵＤ
文字など採用。


